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雜

歐

洲

職

爭

と

米

國

の

贸

易

.，

狀

憊(

上)

，

.

.
堀

I

歐
洲
開
戰
以
來
米
國
が
贸
易
上
布
利
な
る
地
位
に
立 

ち
經
濟
妣
倚
の
好
激
氣
を
維
持
し
ク
'，、
ぁ
る
こ
ビ
は
、

多

數

人

士

の

！
！
む

る

所

な

れ

V」

も

•
•
戰

辦

の

爲

め

に

米
 

國

の®

易
狀
態
に
生
じ
た
る
變
動
は
盡
く
顺
調.の
も
の
- 

ビ
觅
る
可
か
ら
す
、
殊
に
英
國
の
對
獅
封
鎖
政
策
幷
に 

英
獨
兩
國
の
贸
易
上
に
加
へ
つV

ぁ
る
制
限
が
米
國
贸 

易
狀
態
に
及
ぼ
し
た
る0
0
^

に
至
つ
て
は
、：
同
國
の
經 

濟
&

會
を
西
む
る
も
の
少
な
か
ら
ず9

曲
來
t

l̂
r

に
^
、

笫

十

卷c

丸
九
セ)

雜

錄
歐
洲
歡
と
皆
ケ
於
影
ぎ て

交
.戰
國
>

」

'中
立
識
國
ビ
の‘間
に
於
け
る®■易
を
#

® 

し
"
或
な
利
度
ま
で
之
^
中
時
に
於
け
る
ど
典
な
を
所 

な
か
ら
し
む
る
は
、
國
際
训
の
通
商
關
係
の
齡
密
な
る 

今
日
に
.於
て
、

る'に
拘
は
、らt 

'̂
.冏
の
戰
讲
に
就
て
見
る
に
、
.'
中
立
國
れ
る
..米
國
の
謂 

」

叕
ぬ
潇
々
の
鼠
に
於
で
：交
观
_
0:
制
限
す
を
所
ぬ
爲b 

«.
常
然
發
ff
i
:す
^
き
■
_
至
^
ざ
る
.の
趣
ぁ
れ
。1s
t
ょ 

り
#
九
西
十
五
年
度

(

千
九
西
十
四
年
七|-
]
に
始
ぁ
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千
九
1-
5
十
五
年
六
月
に
終
る

)

に
於
て
米w
0;
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t
}l
l
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易
ば
®
し
く
增
加
じ
、一

方
に
輸
入
贸

C

勿
の
減
少VJ
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俟
つ
て
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輸
出
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過
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大
な
，る
女
得
把
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ち
--
T-
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數
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間
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輸
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超
過
し
れ
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が' 
九
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至
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で
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し
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の
寧
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坐
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來
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&
出
增
加
は
主
ビ
し
て
猶
歐
輸
出
の
®
係
に
往
つ
る 

も
の
•な
ぅ
。
蓋
し
歐
洲
以
外
の
諸
國
は
米
國
ょ
b
貨
j 

を
買
入
れ
、
其
代
金
を
決
濟$
る
^
當
り
、
或
は
歐« 

ょ
り
借
人
れ
れ
る
資
金
を
以
て
し
、
或
は
歐
汧 

す
る
貨
物
代
金
の
振
替
を
以
て
す
る
も
の
な
る
い 

洲
開
戰
以
來
交
戰
諸
國«.
戰
数
0
供
給
忙
忙
は
し
く 

外
國
U
融
通
し
"
又
は
生
活
必
娈
品
に

®
せ
ざ

る
貨
物 

を
質
入
る.、
の
資
金
を
有
せ
ず
、
•
,一。方
に.離
逸
は
英
® 

の
海
上
權
に
妨
げ1
れ
て
'>
.英
國
舻
絕
對
禁
制
品
と
し 

文
條
件
付
龄
制
品i
す
る
货
物
の
供
給
を
得
る
に
雛
く

, に に は  

^ 8 1
殆
ど
總
て
の
s
ij
品
は
一1*-

の
孰
れ
か
に
®
し
れ
る
を 

以
て
、
.斯
る
.結
裉
を
生
じ
れ
る
も
の
な
り
。
玆
に
於
て 

か
開
戰
の
常
^
、

•

米
闕
は
從
來
獅
逸
幷
に
英
阈
ょ
り
物 

资
の
供
給
を
受
け
れ
な
金
世
界
の
市
場
を
奪
ラ
に
至
令 

可
し
ど
想
像
じ
れ
る
樂
天
論
薪
は
此W

®
に
接
し
て
、 

fe
^

を
禁
ず
る
能
は
ざ
ぅ
し
ビ
雖も

、
世
界
經
濟
上
の' 

p

K
i'
:
&
云 

'へ
ば
，、
a
む
を
得
ざ
る
所
ビ
す̂

I
。
而 

.し
て
米
目
の
對
歐
輸
出
は
箸
し
く
壻
加
し
れb 

S 

_
も

. 

之
を
以
で
，®
に
米
國
經
濟
社
會
に
繁
榮
を«
し
れ
b 

す
可
取
ら
ず
。‘«,
通
の
場
合
に
於
て
«-
>
輸
出
質
爲
 ̂

堺
加
は
其
利
益
を
農
エ
業
全
體
に
及
ぼ
す
の
遨
现
な
れ
：
 

ど
も
、
今
囘
の
-*
1

き
戰
時
.
際
す
る
や
、
或
る
货
物
の
，
 

輸
出
增
加
i
共
に
、
他
.の
货
物
の
»
出
減
少
.に
接
じ
， 

M
生
産
^
を
苦
む
る
-;
匕
少
な
か
ら
^

o:綿
花
の
免
き 

版
後
^
に
屬
す
‘
類
例
i

し
て
、‘顯
著
な
る
'も
の
な
•

>

o

:

'

-
.:
,て

'

'

.:

.

'

.
■

.
歐
.洲
^

對
^

る
輸
出
の
增
加
を
以
て1

跟
需
^

の
質
. 

.
r r
:

,:
i
H S
$

る
^

一
 

般
！に
行
は
.る
、
說
な
れ
ゼ
名
、

0
0
,

4I
1
:I
j 7

1
I
h

'̂ ノ

! ^
姿 <

I:

に

常

ら

す

。

现

に

千

九

竹

十

.

四

印

九

月

ょ0

千

九
?|
十 

五

年五
：：：：

0

2

茧

厶

九

简

月1|
!

]

の

祺

需

品

輸

出

高

は
: 3

千 

四
西
离
煎
に
し
て
、
前
年
间
沏
に
於
竹
る
六
西
涊
弗
に

. 

對
し
て
、
ニ
千
八
西
捣
茆
を
坩
加
し
た
る
の
み
。
輸
出 

贸
易
坩
加
の
前
耍
股
因
は
食
料
品
殊
に
毂
物
の
輸
出
忆 

甚
く
も
の
に
し
て

X

而
し
て
此
琳
加
れ
る
、
千
九
百
十 

四
亦
に
，於
て
、
歐
洲
以
外
の
諸
國
を
通
じ
ノ
北
米
の
外 

遨
く
縠
物
の
作
柄

"

平
準
以
下
に
居
り
、
ダ
ー
ダ
ネ
ル 

ス
の
則
鎖
、

バ
ル
チ
ッ
ク
海
に
於
け
る
獨

i

の
制
海
權 

は
露
阿
亜

#

に
B

爾
幹
の
穀
物
供
給
を
西
部
爾
洲
の
交 

戰

諸

國

に

輸

送

す

る

能

は

ざ

ら

し

め

"

從

來

黑

海

方

而 

ょ

り
1 :

物

を
- «

入
れ
た
る
ス
ヵ
ン
デ

'

ナ
グ

*

ア
、
和 

蘭
、
餅
太
利
、
希
臘
等
が
米
國
に
其
需
要
を
致
し
れ
る 

が
故
に
し
て

/

米

國

に

於

て

は

食

料

品

の

代

^

に

騰

貴 

を
來
す
ビ
共
に
、
其
輸
出
高
を

#

加
し
、
千
九
瓦
十
五 

年
五
月
に
終
る
九
简
月
間
に
於
け
る
輸
出
高
は
.前
年
同 

時

期

の

輸

出

高

一

，傭

七

有

捣

卵

^ :

對
七
て
、
四
億
三
千 

,1

W

萬
卵

V
J

爲
れ

.

^

。、
即
ち
三

'

«

1

—千
四
? !

.

捣
卵
0 .

®

加
は
米
國
が
輸
出
市
場
れ
る
獅
逸
を
失
ひ
な
が
ら
、
他 

の
歐
洲
諸
國
に
於
け
る8

の
增
進
に
依
て
收
め
得ft 

る
も
の
に
し
て
、.此

事
k
以
て
自
ら
質
易
差
额
の
米 

'
國
に
有
利^

爲
れ
る
M
0:
を
！

i

明
ず
る
に
難
か
も
ず.
o 

J..:

.询
類
の
輸
坩
に‘就
て
屑
る
に
、.
1時
觸
逸
艦
隊0.
.商 
|

太
西
涕
に
居
れ
る
爲
が
、
■聯
合
諸
國
ど•ァ
ルV

ン
チ
I 

ン
國
i
の
交
通
不
安̂.
極
め
、
典
後
同
艦
隊
の
繊
滅
サ 

\

ら
れ
た
るR
に
於
て
も
、.聯
合
諸
國
跟
隊
の
！

i

要
®
な 

j. 

6
し
爲
め
、
米
國
の
岗
顏
輸
出
は
漸
次
增
加
し
、
>.
%
|
 ̂

獅
逸
®
隊
が
樣
國
の
牧>
w業
地
方
を
占
領
し
れ
るi 

ft
IF
義
救
援
0-
0
的
を
淑
て
”
米
國
の
救
議
圓
於
肉
類 

.

を
質
入
れ
れ
る
ど
の
爲
が

y

益

^

*

加
を
吿
げ

 ヽ

ノ
九
馏
月
間
に
於
け
る
輸
出
額
&
刖
年
同
時
期
の
被
千
四 

一
0
萬
？

對
し
て
，

：1

億
六
千
族
弗•に
上
れ
6
。
又
獨 

逸
が
英
國
に
砂*
の
輸
出
を
辦
止
し
れ
る
爲
め
、
英
國 

.は
其
供
給
を
米
國
に
仰.が
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こi
、
.縣 

り
、
一
方
に

#

■

の̂

®

騰
赀
をt t

l

g

す
る
目

⑻
を
样

て
彳
政
府
苗
ら
砂
糖.の
：贸
收
分
配
を
歎
妒
た
各
に
枸
は

.
热j

-

怨
.
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盤
(
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雑
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錄

欧

洲

，戦
.爭
と
米
吼
の
致
总
狀
酿

1

〇
四

ら
す
"
.：
前
記
九
馏
月
間
.

に
一
一

 
午
西
馮 

茆
R.
上
り
、
前
年
同
期
の
輸
出®
を
賤
過
す
を.

」

，も
一一

V 

千
莴
茆
に
及
べ5
。
次
に
»
加
0-
蓊
し
き
^

:
品
.は
飼 

料
に
し
て
、
前
記
九
筒
月
間
の
輸
出
.高
七
千
^
爾
®

.̂ 

數
へ
"
前
年
同
期
に
對
し
て
六
千
萬
®
を
增
加
し
れ

戰
時
の
需"要
に
關
聯
し
.て
輸
出
の
增
加
し
れ
る
は 

軍
、
^
製
品
邦
に
織
物
類
に
し
て
、
前
满
は
前
記
九
俊 

月
問
に
於
て
、
六
千
八
西
路
茆
の
輸
出
を
''
*
し

"
前

年
に 

對
し
て
四
千
八
百
满
那
を
增
加
し
、
後
*
は
此
il
a
三
千 

莴
茆
ょ
り
三
千
五
西
商
卯
に
增
加
し
れ
り
。
页
に
®
需 

“に
直
接
の
關
係
を
有
す
る
諸
貨
物
例
へ
ば
馮
、
驟
埸
、 

織
、
鞍
、
飛
肝
機
、
自
動®
、
同
上
タ
ィ
ヤ"雄
輛
、
燃
料 

汕
、'捣
靴
、
外
科
用
器
城
等
に
就
て
見
る
に
"
®
等
の 

內
特
に
輸
出
の®
加
し
れ
る
は
、S

T

S馬
、
自
磡
难 

に
し
て
、
千
九
莨
十
五
年
五
只
に
終
る
九
饱
月
問
に
於 

て
"
_ニ

千
要
诹
の
馮(

前
印
同
時
期4:
は
.ー
海
/\
汗 

0)

五
商
一1

一
千®!
の
»
悔(

前
年
同
W
拟
に
は
因
千01)

を
輸
出
じ.、'自
働
琪
の
輸
出
腐
は' 

I 

l
H:m
®
よ
り
三
千； 

涊
卵
に
财_
し

斯
^
*て
^
|
1品
全
赐
0.
輸
出
高
は
一： 

億
四
.̂

ん
資
路
撕
に
上
り
、
>前
年
同
時
期
に».
し
て
、■. 

.

「

億
：

r

千
九
苗
鹆
弗
を
增:»
し
れ
b
:
°

故
に
米
國
好
歐
洲.交
：®
國
に
.供
_
し
れ
る
貨
物
は¥ 

需
品
よ
り
も
食
料
品
を
以
で
重
な
る
も
の
ムレし
、
又
艰 

需
品
中
兵
器
よ
り
も
兵
器
製
造
材
料
の
輸
,]
«
塯
加
に
蓊 

し
き
も
の
あ
る
を
示
せb
。
，臾
器
製
造
材
料
と
秫
す
る 

は
，
紛
'

^

,眞：

製温
、

‘澍
金
ノ
餅
鐵
片
， 

旋
盤
機
等
に
し
て
，
殊
に
亜
鉛
の
如
き
は
，
從
來

-1
1
± ̂

に
之
を
供
給
じ
れ
る
獨
％
_
,白

邳
義
の
膽
藏
品
が
聯
合 

諸
國
に
■
斷
せ
ら
れ
忆
る
の
嚇
; *
，

千
九
西
十
五
年
五 

月
に
終
る
九
馏
月
の
輸
出
ば
六
千
.一
一
百
海
撕
にA
1!
)
, 

前
年
同
峙
期0'
輸
出
に
爾
し
て
四
呼
六.西
|

を
«
加 

し
れ
り
。
今
輸
出
品
を
類
別
し
ヤ
"
_
加
の
狀
況
を
示 

せ
*は
、
ff
i
の
如
し
。

(

^
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彳
切」
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诽一
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饿
ニ
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兵
器
製
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材
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三
類
取
歌
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一
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四
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芄
刀 

じ
終
る
九
简
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'
1
|

六
、
ニ
八
コ
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六
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1
玉
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五
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五
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;
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ニ
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八

、
ー
ー
ー
九
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■

1

0
、四
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九
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三
Q

H

d

三
五:

ー
、3£
ニ
九
、ニ
.五
5£

1
、

八
H
 

ニ
、
ニ
九
o
' 

.

1

九一

芄
尔
五
刀
. 
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L
L

終
る
九
抑
刀
問

:

三
叫
、
四
ニ1

六
ニ
、三
六
0

1

四
七
、七
ニ
0

▲
l
f
*、< 

1
T
1

■

三
3
 

ニ
ニ
：力

六
0

、
一
 

:卓
0
 

六
ニ
七
、四
!,七 

七
〇
、六
四
〇
■

一
、〇
四
五
、九
三
ニ
：

一、
一
四
六
、九
四
ニ 

ニ
、i 

九
—.
r

A
rb
J
f
r

:
千
九
|-
|
ャ
柏
¥
1
1 

:
_

於
け
<
财
加
如

二
八
、‘
一H
七

四
-:

ハ
、〇
六
_
八

：

て
ニ
ー
"八
四
五

ニ.九
、九
四
泝
.

四
：七
、K4

五
Q
 

.

四O

丸
、Q

ニ
六 

六
〇
'-
—-

】

ニ
：

'

七
！1-'
、
八
九
七.
' 

(

诚)

三A
v
n
i
l
r
l

故
に
上
記
九
傲
月[H
i
に
於
け
る
米
國
の
輸
出
贸
易
は 

必
す
し
も
髂
く
可&
程
度
^
於
，て
堺
加
し
た
る
も
の
に 

非
す
"
戦
^
ピ
共
に"

米
國
に
於
け
る
生
產
上
の
方
嚮 

に
大
なる
異
動
を
惹
起
し
、
從
來
製
造
賣
却
せ
ざ
り
し 

貨
物
を
製
造
賣
却
す
る
/一

 

方
に
、
靈
H
製
造
質
却
し
た 

る
货
物
を
製
造
資
却
せ
ざ
る
に
速
れ
る
は
明
辟
の
歌
實 

に
し
て
、
现
に
第
一
類
乃
至
第
七
類
以
外
の
货
物
輸
出

第4
%
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〇
〇
一)

.

雜
■■
.

錄」

h

i

,
,

;

三
六
〇
、五
'八
四

\

の
如
き
大
に
減
少
し
、
此
内
に
は
綿
花
の
®
額
a
億一 

’ \

千
六
西
萬
跟
鐵
幷
に
鲴«:
製
品
0,
'
1
:千
七
百
跑
挪
、
農 

.\

具
叹
ゴ
宁
萬
％

く
木
材
# :

に
木
具
0-
四
千
|
'1
5

海

精
' 

|

銅
吹
三
辛
上C
H萬
服
名
包
传
せ
り
。
餅
：る
®
揚
狀
娥
の
；

.|

健
荃
な
ら̂

る
は
勿
論
に
し
ャ
、
戰
爭
.に
依
て
減
縮
し
ー 

一\

た
る
輸
出
贸
易
が
鶬
舊
腺
忆
彼
ず
る
痕
非
ざ
れ
ば

->
.米
. 

Z
國
に
.眞
K;
が
！̂

の
难
な
'
^
び̂
雔
ば
令
。
酿
む.て
.释

!
〇

^
M 

■
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雜
錄
歐
洲
戰
爭
と
米
阀

(0
.奴黏狀胳

 

第七號ー〇六

贺
際
に
此
以
上
に
出
で
"
ホ
立
國
に
對
し
て
獅
逸
に
糖 

送
せ
ら
る
、
.货
物
の
通
過
す
る
を
拒
絕
す
る
は
勿
論
自 

風
の
货
警
觸
逸
に
輸
送
す
る_
 

3
.と
を
救
宛
乜
ざ
る
國

も
大
な
る
打
獸
を&
れ
る
界
^
Eir
別
の
滞
#
に
し
て 

、

3C
M
因
は
英
國
が»
逸
の
31
要
市
©
に
禁
制
を
加
ふ
る

に
狂
る
以
上
は
、
米
國
に
繁
榮
,̂
r
す
.の
道
は
H
ち
埒 

禁
制
の
撤
去
に
外
な
ら
ざ
る
や
論
を
俟
'れ
ざ
る
な
グ。
.

.'

.
,:
:

:.U
.

'

:

.
,.
':
'
■
.

、

:

:'
'

•

.

今
间
の
戰̂

に
於
て
最
も
媒
著
な
る̂
相
の」

は

英I 

.
、
 

國
が
其
偉
大
な
る
經
濟
的
勢
力
.を
.發
撖
し
つ
、
あ
る
の 

; 

..
事
If
®
れ
な
り
。
ナー
。
ク
オ
ー

タ
ー
•ラ
ン
r
は
世
界

の
海
運
業
を
支
酤
す
る
國
民
は
即
ち
世
界
の
贸
易
を
支 

配
し
"

«

ん
で
世
界
2

!身
を
支
配
す
る
も
の
な
る
こ
迖 

-
を
論
じ
れ
る
が
，
此
議
論
は
歐
洲
大
職#

に
於V

、，
遺 

減
な
く
實
說
せ
ら
れ̂

り
。
英
國
は
開
戰
當
初
に
於
て 

世
界
海
述
の
一
半
以
上
を
掌
搌
し
れ
るVか
、
，總

て

敵

國I 

に
有
利
な
る
海
述
槳
を
廢
止.し
'(
|
.
方

に

自

國

の

保

險

ぺ 

會
II

:
を
し
て
米
獅
贸
易
の
危
險
を
保
證
せ
ざ
ら
し
め
、

.
- 

興
割H?

市
場
を
敵
國
に
對
し
て
阳
鎖
す
る
の
擧
に
出
で 

此
靳
れ
る
英
國
が
其
魑
濟
的
權
勢
を
合
法
に
述
へ 

用
し
れ
る
も
の
ど
認
む
可
し
ド-雖
、
英
|1
!
:の
爲
す
所
ゅ

fe
脅
か
す
の
竿
段
を1
す
る
に
.至
れ
b
。： 
®
ち
險
戦
常 

姐
英
國
は
獨
逸
の
海
成
馄
線
を
切
断
し
.、
米
國
ど
北
歐 

と
の
澉
信
を
し
て
英
佛
雨
國
の
海
底
®
信
に
依
賴
す
，る 

:
.の
：已
^
を
樣
^
る
に
へ̂.
ジ
し
め
た
，る
だ
、

：

#:
太
利
.が
#

:合
諸
國
に
加
盟
す
る
に
及
ん
で
.、
海
底
®
信
に
對
す
冬 

:英
國
の
支
配
は
愈>/
確
«.
ビ
爲
り
、
歐
洲
啦
立
請
國rv
: 

對
す
る
米
國
の»-
信
は
类
國
の.檢
閱
官
が
獨
逸
に
利_ 

を
及
ぼ
す
取
引
に
關
係
ず
る
も
.0
，“レ

想
像
じ
れる
ビ
き 

へ
に
は
、®
受
信
*:
に
到
達
せ
ざ
る
め
結
粜
を
生
じ
れ
り
。 

斯
0
如
§
は
中
立
國
の
贸
易
に
對
し
て
、
先
例
な
§
于 

I

加
人
.ft
る
名
办
な
る
が
、
英
國
の
中
立
國
に
對
す 

.る
處
置
は
敢
て
此

.1

曝
に
止
ま
ら
ず
、
例へ
ば
譴
講
0 

h如
き
、
羊
毛
の
如-&
英
國
が
興
供
給
を
支
配
す
る
貨
物 

に

就

，
で

は

、

.米
«'
が
.是
等
を
拟
料
ヒ
し
て
製
造
し
れ
る 

貨
物
^
英
時
の
敵
國U
輸
送
せ
ざ
る
こ
ど
の
瞪
明
を
興

右

货

K

』

j
^
s
j
J
S
Z
!
l
i
^
G

^

.

s.
-
=
_
k
^
s

g:
-
<
l

へ
ざ
る
限
り
、
米
國
に
供
鉛
す
る
こ

V」

を
遮
® f

し
？

*

 

逸
に
對
す
る
卦«

を
«

行
し
て
、
米
國
に
剥
篤®
 g

#

 

に
染
料
の
供
給
せ
ら
る
、y
K

r
を
'妨
害
し
、
米
國
の
鋼 

輸
出
業
渚
を
し
て
銅
の
杜
畆
地
を
英
國
海
艰
に
通
如
せ 

し
め
、
ソ
グ
ァ
ー
ブ
ー
ル
綿
花
取
引
所
が
英
國
に
敵
對 

す
る
諸
國
ビ
取
引
を
行
は
ざ
る
約
定
に
服
從
せ
ぎ
る
米 

國
人
を
取
引
所
ょ
り
除
外
し
お
る
尊0

處
傲
は
其
站
«
 

の
®

大
な
る
點
に
於
て'
:i

：

に
注
P

を
«
:
す
る
所
な

>
9
-
0

第

：I

に

米

國

が

ホ

注

獨

逸

'に

佻

敗

を

仰

が
^ '
る

輸

入
 

品

例

べ

ば

«
謨

、
羊

毛

、
錫

等

に

斌

.て
見

る

じ

、

是

等

物
 

资

の

一

部

は

§

M

K
地

ょ

f
t來
る
を
常
ど
し

"
而

b
 

て
；

國

は

米

國

が

惡

等

の

物

資

ゼ

傲

'«
:
^
じ

で

製

造

し
 

た

る

旣

製

品

叉

は

原

料

其

も

の

.を
觸

逸

に

輸

送

せ

ざ

：る 

.し
ダ

の

條

件

の

下

に

？

殖

.民
地

.を

し

て

米

國

に

供

終

せ
 

し

む

る

こ

^
を

許

可

す

6

の

*,
41
に

出

で

‘れ
、る

が

餅

に
 

‘實

if
に

は
®

*

が

英

領

殖

民

她

ょ

ヴ

来

，ら

ず

又

合

2

 

內

に

康

出

せ

ら

る

V
場

合

に

：於

で

も

、

如

露

若

じ

く
.は
.啤
製
品
を
輸
出
す
る'
’能
«*
ざ
る
こ
ミ
、
爲
れ
りo
. 

今
日
.合
衆
祖
ぬ̂

1
に̂
產
©;
免
,
賺
課
の
半
额
：を#1
费 

し
、
汉
命
衆
國
に
輸
入
せ
ら
る
、
謹
難
の
半
額
以
上
成 

英
領
殖
民
地
，の
齑
出
に
係
る
も
の
な
^
。
^
㈣
の
當
掷 

金
»
市
場
幷
に
海
述
業
に
生G
た
，る
混
亂
の
一' 一、.掃
せ
ら
，
 

れ
だ
る
後̂

於
で̂

;
:

V
 (

合
衆
國
は
議
誤
の
輸
入
：に
®

f
 

•を
威
せ
ざ
る
を#
ざ
：̂;
-ん
0
へ.即
.ち
開
■
後
約
，四
恼
月
に 

亘
：り
、
觸
逸
巡
洋
艦
ネ
 

め
魅
が
！̂

所
に
暴
威
を
、
 

ぃ
逞
チ
じ
、_
擊
沈
じ
れ.る
ニ
+
騰
狻
の
商
船
电
に
は

】 

i

茆
，©
譴
謨
を
鞒
璐
し
だ
ぅ
だ
稱
せ&:
る
。
斯
く
て 

傲
像
.幷
に
*

嘉
坡
ょ
七
雛
亂
0!

供
給
也
ら
る
.
、
も

0 .
杜 

絕
B
て
、
.興
市
惯
‘に
暴
脆
を
來.'じ
，
十
一
月i
日

工
.:
■'
.ム 

デ
ジ
龈
の
齡
沈
せ
ら
れ
た
る̂
枳
、
市
愤
ぼ.-*
;時
'低
雜 

し
れ
,̂
ど
も
、
之i
相
前
後
し
贺
英
國
が
英
領
破
说
坶 

の
*'
■

■出
に
禁
僩
：を
加
へ
た̂.
:
K
以
て
r
;if
f
iば
以
«
: 

の
' 猫
度
.に
m
t:
-る
に
軍
れ
り
で
之1:
b

r

■:ち
九
;;
|1.1、 

，十

英
國
ば
_
謨
^

&
護
謨
數
敁̂;
條
件
#
麟
制

站

屮

骀(l〇
〇
n
l
)

雜
錄
欧
洲
戦

^
と米阈

0
贸易狀，
想

笫
七
號

.〇七

1j
iI

s
ItiIfr

1

Qi



笊

十

怨(

！
〇
〇
四

)

雜
錄
歐
抓
戦
爭
と
米
刷
の
贺
舄
狀
態

m

i

!、〇
八

S
を
不
可
能
な
ら
し
め
、
又
獨
遞
附
近
の
中
立
闕
に
詹

— 

送
す
る
©
合
ぼ
も
ハ
贫
國
に
於
で
臨
檢
あ
加
ぷ
.る
像
^
 

に
、
之
を
困|1
な
ら
し
め
、_
に
十
月
卞
旬
ネ
,

船
ク
 ヾ

ル
丨
ン
ラ
ン
ド
號
が
識
誤#[
に
銅
'̂
:
载
货
を
し
て
、
伊 

免
利
に
向
つ
て
航
行
する
や
、

英
國
は
之
を
永
く
ジ
デ’
 

ラ
,
タ
ー
に
抑®
し
、
續
い
て
賺
謨
ダィ
ャ
を

絕
對
禁 

制
品
^
す
る
の
舉
に
出
で
た
ぅ
。
.然
も
英
國
は
之
を
以 

て
滿
足
せ
弋
睡
謨
並
に
生
謎
說
が
中
立
國
を
經
凼
し 

璐
僞
の
船
職
證
の
下
に"
米
國
ょ
シ
獨
逸
に
輸
送
せ
ら 

る
、
こ
ど
を
恐
れ
、
十
二
月
十
二
日
生
讓
馓
が
英
帝
國 

領
土
の
如
何
な
る
部
分
ょ
办
英
國
以
外
の
國
に
輸
出
せ 

ら
る
、
を
轎
止
し
、

1

方
に
米
國0

M談
賀
易
業
翁
は 

國
務
猶
に
陳
情
し
、
此
制
限
を
緩
和
す
る
の
運
動
を
試 

み
た
れ
ど
も"
何
等
の
效
を
奏
さ
ぃ
り
き
。
殊
に
當
時 

米
國
に
於
け
る
謎
謨
鞒
業
爾
係
潘
の
困
惑
し
た
る
は
英 

國
が
如
何
な
る
期
間
斯
る
禁
制
を
繼
a
す

'
る
や
、
'
.不
« 

な
る
の
一.耶
に
苻
し
れ
ぅ
。
即
ち
此
禁
制
に
し
て
永
鑛 

せ
ん
か
、
生*
謨
ば
必
ず̂

國
市
場
に
山
賴
し
、
禁
制

の
解
除
と
典
に"

邡
代
愤
に
躲
辨
を
來
す
可<
"

隨
1

 

十
11

; :
J

前
後
の
商
惯
を
以
て‘"
謎
說
をI

只
入
れ
た
る
！

^
 

業
#

は
：解
禁
後
.に
之
'を
®

入
.る
：V

當
業
者
に
依
1 :
.
、
”
木 

'
な

る

墨

，^
蒙
ら
ざ
ぎ
を
得̂
0

.

.玆に
.：

於
て
か
米
國
^ ; 

證
8

亂
係
潜
は
代
表
#
を
愉
敦
にm
ii
じ
て
.
、

1ヾ 

國
政
府
と
交
渉
ぜ
し.め
、
英
國
は
始
め
謙
謨
製
品
於
合" 

衆
國
.を
經
で
英
.
.國
：の
敵
國
に
輸
送
せら
.
る

、
齋
®

^ :
®

.據
i
し
，
又
来
國
酸
：府
が
船.舶
出
發
後
三
十
日
間
.載
賴 

の
內
容
妃
公
表
也̂
る
事
*
に
.疑
惑
を
懷
き"
容
总
に■ 

交
渉
私
開
始
せ
ざ
ゲ
し
が'
結
厭
課
_
俱
藥
部
並
：.‘に
#
 

國
謹
謨
協#,
等
：の
團
體
が
米'®
大
藏
警
協
ガ
し
て、
' 

獨
逸
»;
近
の
中
立
國
に
：輸
出
す
：る
が
如
ぎ
虛
儼
の

_
35
; 

を
爲
ト
し
め
ざ
る
條
件
の
下
に
"
英

國

謎

謨

輸

出
*:
考
 

を
し
て
米
國
に
謙
識
を
輸
送
佑
し
む
る

V J

ビ
を
許
容
す 

る
，の
方
斜
を
敗
氣
じ
。
：
千
九
西
千
五
年
一
月
八
日
を

a
. 

て
*(

3
大
» :
模
の
製
爆
業
蔣§

敎
に
保
說
金
を
供1
 

す
る
^
き
«
|£
後
に
騰
霖
§
»送
を
受
く
る‘を
#
ベ
く 

右
の
ff
i

M

hlt
洲
じ
輸
出
し.た
l

y
き
は
、
上

記

簾

1

-

1

^
 

.

_

_

_

_ノ—

h丨—

レ 

—

!.

金
は
沒
收
せ
ら
を\
こ
ヒ
、

(一 

の
鍬
行
を#
受
人
？
し
て«

_

0輸
送
を
受
け»

«
®* 

在
英
國
總
領
事'̂
舆
輸
出
を
行
ほ
ざ..る.誓

約

書

.を

示

し 

て
、
貨
物
を
引
肷
る
を
得
る
ことの
，a
條
件
公
表
せ
も 

れ
た
り
。
右
苒
輸
出
を.行
は
ざ
る
誓
約
書
に.は
"
質

入

る 

>
謹

謨

は

，
米
國
®
の
：使
用
に
供
す
も
炉
、
.又
は
英
怫
露 

の1

一

1

國
.に
輸
出
す
る
か
，
其

1

.に
止
ま
b
e、
何

時

'
に
て 

も
帳
簿
0
檢
!1
を
受
ぐ
可
く
、‘.：戰
時
を
通
じ.て
右
0
條 

件
を
取
消
さ
る、i

損
寒
賠
償
を
請
求
せ
ず
ャ
國
外 

に
鹼
出
す
る
場
合̂
は
、
ぃ
淇
輸
出
先
を
示
す
こ
せ
等
：の 

-諸
條
件
記
入#
ら
^

办̂
。

：

斯
く
て
.米
®!
.の
自
勸
塞
.に
.發
動
機
堪
の
中
立
諸
國 

に
對
す
る
輸
出«
大
な
る
§

を
濛
り
、.:
.
.
'
^
§边
商
#

,

.は
敗
譲
のJt
J

a品
*
s
*:.
i
P
I「

タ
ィ
ヤ
；，ト.*
H
?渡
'す
か、 

又
は
偷
敦
の
代
：鄕
货
にnタ
ィヤ：.J*

送
财
し
.M '輸
出
先 

匕
之
^
轉
送
せ
^

名̂
^
方
独
^

^

ね̂
至
れ
^
^
即 

ち
米
國
が
⑶
タ0
,ヤ
^

臟̂
出
^
る
を
猾
I

杏
は
こ 

に
^
を
許
可
ず
る
英
響
遨
の0

に
侬
る
も
0
に
し

て)

假
：に
米
國
の

「

タ
ィ
ャ
_

輸
：出
す
る
刚
が
：端
典
な4 

:
,と
し
、.
'而
し
，て
；瑞
典
の
取
別
先
が
'獨

逸

人(,
:
類

似

す

る 

姓
名
：を
有
し
、
英
國
嘉
が
乏1;
嫌
疑
%:
懷
き
.；て
、
« 

.[!
!
を
許
可
せ
ざ
ら
ん
か.

(

-靈
ハ
0
取
引
先
は「
タ
ィ
ャ」 

を
^
せ
ざ
る
自
動$
を
輸
送
せ.ら
れ
ざ
.る
4*
.得
ざ
る
可 

し
。':
然
も
英
國
の.中
.立
國
*

«
に

對

す

.る

制

限

は

漸

を 

'以
て
嚴
峻
：笑
爲
りs
'協
定
を
爲
じ
つ
 

>ぁ
.る
の
服
即
ち 

1千
九
)-
|
ナ

四

：年

十
1
1月
ニ
十
1
1百
を
以
て
、
疆

を

絕 

,
f

r银 
ロHr
. 

V-J 
し
^
Ay。
K
設

は
.#
敦
宣
言
1;
:於
.て
自
曲 

货
物
0

1
た
‘々
。
蓋
し
窥
謨
は
年
和
を
同
的
-
す
る
エ 

»
に
做
用
せ£>
:
.る
.、
こ
ど
多
く，、
. 
'交
戦
國
に
對
す
る
輸 

::

送
を
禁
lb
:
.t
>
ざ
る
可
か〕

ら
ざ
'る
：程
度
に'於
'て
戰
淨
獨
係 

0
^
^
.に
歡
接
0
.關

係

を

有

せ

ざ

る

は

ぃ

典

鋪

別

を

生 

.-じ
た
名
原
因
に
し
て
，
.，千
.九
：百
九#

$今
！1:と
を
比
蛱 

::
1
.て
:»
親
の
用
途
に.異
«

©據
せ
^
奋
以
上
；：は

、

往
：年 

,
®

,*
'®
物

た
6
し

も

の

は

、
今
,|
:1に
於
て
も.亦

自
11
1
貨
 

■
た
'&
ざ
、_る
可
か.ら

ざ

る

な

り

。

,.
著

羊

毛

に

就

て

見

，
る
に
、

'第

屮

怨2
0
0迸)

:f

雜

>.
;錄

，
歐.洲
戦
鉼
去
蠢
0
蒼

狀

璐

M
-r

b
M

十
〇
九



第

十

怨
(

一
〇
〇
六〕

雜

，錄

欧

洲

戦

^

と
米
隅
の
贺
綠
狀
璐

%
七
號

0

BP

«

避
用
叉̂

て
フ
羊
_

骼

響

；: ^

所

眷

多

<
、；

某
；
. 

輸
入
湖
逢
に
时
國
生
產
灰»

過

甚
' %

常
艺
す
。
、
而：
'

し
て
5

_
蕾

戮

服

費
_

の
減
料
5

霧

品

-

「

と
絨
氈
:©
原
料
昴
竹
る
潘
通
品s 

i

s

.ぷ
る
：
普

通
U 

S

S

#

2

I

.

®

1

^
 

土
耳
其
等
狀
し
て
、 

是
等
の
«
露
西
|2
1
"
, 土
其
其
の
辩
國
植
举
港
め
蕾
考 

禁
业
し
ホ
れ
ど
も
、i

:
の
大
部
f

支
那
よ
力
之
を 

仰
ぎ
'、
：
而
し
；て
支
那
'の
質
易
狀
璐
は
何
等
揽
亂
せ
ら
れ 

ざ
る
を
以
て
、
：兩
國©
輸
出
禁
此
梯
米
«
に
大
な
る
荐 

笳
を
及
ぼ
す
に
至
，ら
す
。
羊
毛
®
優
等
品
R
就
て
t
t、
其 

六
割
を
英
國
領
土
の
供
給
に#ぎ
；#
を
南
米
に
求
む
る 

の
狀
？

i

な
：，る

を

以

H

、
牟
.毛
供
給
に
關
す
名
困1|
は
ま 

ビ
し
て
優
等
品
に
繁
終
れ
：
''
!
)
'。
米
國
は
於
て
は
千
九
百 

十
三
年
十
ー

I

月 
一
R
.

以
後
ァ
、ン
ダ
1

^

ッ
'ド
，
.*

；
シ
モ
ン 

ス
_
稅
法
0
下
に
、
生
羊_
を
無
稅
品
每
し
枝
る
を0 

て
、
爾
後
圈
戰
當
初
ま
で
、
羊
毛
の
輸
入
せ
ら
れ
れ
る
も
ぺ 

の
少
な
か
ら
ず
。
現
に
内
國
に
輸
入
®'
:£
れ
た
る
4
‘の 

多
き
A
典
に
、.3'
]
渡
ホ
.の
も
，̂
あ

彡

て

*
ま
^
常
ぃ

に
#
額
.の
弟
毛
を
受
入
れ
介
り
。

；

然
^

偷
欵
_
 

於
け
石
羊
毛
簦
の
乖
節S

し
、
英
國
は
羊
毛
の
輸 

出
を
禁
止‘し
、
‘滚
洲
並
に
-
ユ
.
1 シ.
1フ
：シ
ド
埝
亦
之' 

を
_

-1
1
:し
、'
::-
方
.に

英

權
,
が
1«
米
の
苹
毛'を
合
衆
， 

P
に
向
^
搭
谶
す
る
こ£
名
華
11
:
'#
.&
れ
'れ
る
，
を

以

て

：
、 

弟
港
:0
赚
«
輸
入
高
は
十J:

月

：U

<

A'-
1
:減
少
し
、
、辑
：
 

月
贺
に
參
じ
た
り。

1
一
 j

;■
■]fc
A

J
て
、
«
か
恢
，，
 

ff
i
し
た
^
俄

：.
奮̂
月
英
國
政
府
ビ*
國
羊
®

®入
霧
' 

潜
■
の
，間

に

協

定

成

立

し

r
米
國
は
冬.季

，
に.要
す
る
竿
" 

毛
を
翁
久
す
る
を
得
る
こ1

、
爲
れ
る
結
果
な
れ
ど 

も
、.
.何
人
ル
此
屬
定
が
怀
時
表
で
莽
續
す
る
や
知
，る
能

. 

は

^

、■，
'
•
前

途

七

危

險

の

念

を

懷

か

ざ

る

を

，
得

ざ

り

き

。

此
際
来
圃
織
物
業
者
名
实
國
政
府
芩
の
間
1:
、
苹
‘毛 

輸
入
：に
關
ず
る
藤
淀
々
爲
す
^
就
ヤ
.へ
大
な
る®

*

? 

爲
れ
る
：«
、
，
英

國

が
.苹

毛

七

鶴

逸
:̂
截

避

せ

ざ

.る
の
保 

證
を
求
む
る
來
對
しb
米
國
0
之
.に
副
：ぅ

を

不

可

他

な

I 

&

£す
ゐ
边
事̂

1
4私
^
拍
り
。
蓋̂

華
毛
が
*
物
と 

し
て
其
‘最
後
.の
消
奴
潘
に
到
逄
す
る
ま,で
'>
:
幾

多

の

段

「
K

-

じ
■
Ĵ'

V
W
S
J
a
r

ri
i

!:
;-■
-i. 

-rh

齡
を
.經
：
る:0
事
實
に
»
み
る
'ど
き
は
、

」

米
國
0

_
入
'* 

漭
が
此
秫
の
保f

興

-
る
を
肯
讼
ざ
り
し
も
亦
已
む

V V 

を
#
ざ
る
も
の
と
す
可
べ
，.；
一
；
方

に

織

物

業

渚

独

聯

命

- 

0
國
ょ
b
の
灕
物
の
註
文
溆
到
^
る

に

拘

は

ら

之 

に
應
ず
石
に
必
恶
な
る
原
料
品
の
供
給
せ

.
ら

れ
ざ：

る

に 

苫
し
み
、
政
府
に
陳'#
す
る
者
日
：に

多.§
を
加
，へ
た
ぅ。
:\
 

斯
く
て
全
國
毛
織
物
業
渚
に
俄
：て
組
織
せ

^
る
、
織
物.\ 

業
協
會
は〗

の
計
*
を
案
出
し
、
羊
毛.の
輸
送
を
要
す

j 

る
漭
は
铞
囘
協
龠
®々
チ
i
 
土
ム
•パ
タ
1
ソ
ン
氏
をI 

通
じ
て
、.英

圃

宫

滋

に

：
請

求

し

1

苹
毛
引
取
前
、‘；之
，を
_. 

他
に
輸
出
せ
ざ
る
誓
約
書
に
署
名
す
可
く
、

'
'羊
毛
は
總
，

j 

て
パ
タ
ー
ソ
シ
氏
又
は
英
國
政

：

府
の
承
勰
し
れ
る
銀
.行 

圈
の，1

を
荷
受
人i
し
"
龈
衍
はパ；.

タ
丨
ジ
ン«
の
書
，
.
| 

而
杞
接
せ
ざ
れ
ば
、m

^
'%
31
渡
^

る̂
こ
"ど‘
.の
諸
®
.
, 

を
公
に
し"
尙
ほ
立
案
の
趣
旨
を
說
明
し
て
：

「

此
計
®

し
も
斯
：る
- ®

出

に

七

て

行

は

れ

ん

か

:>
英

國

は

这

を

以

ー 

7

£

;
米

國

內

：
に

自

國

の

用

.

^

供
.
ず
る「

ょ
り
以
上
-;
0

举

毛
.
. 

の
：存
す
る
證
據
忿
爾
め

t

其
供
給
に
細
赕
を
加
ぷ
可_

. 

が
.
故H

、

羊

宅

俠

用

者

雜

に

取

：引

商

人

：：は

斯

る

行

動

を

こ 

避
け
、
冶.
ン
浹
ナ
產
.
.の
羊
毛
i

雖
も
、
尙
ほ
其
輸
出
を, 

制
限
：し
.
て

、
ニ

以

て

英

國

が

濠

洲

產

羊

：毛

.の
：
米

國

に

：
輸

5

^
 

せ

ら

る

，

>

,
こ

芩

を

禁

止

：じ

、

又

英

國

‘
の
船
.舶
を
以
て
南
ぐ 

米
よ
む
來
る
供
；給
を
遮
斷
す
る
が
如
，ぎ

)
J

 

i

な
か
ら
し 

む
る̂

要
す
塞
日
へ̂

V
。

.
;

，'羊
.宅

並

ゆ

證

魏

に

關

し

，
て

行

は

.れ

れ

：
る

訃

晝

は

錫

に 

f

 

_ぢ

亦

適

用

せ
S
れ

”

英

國

が
，
.殖
K
地

を

■

げ
て

，
' 

其

輸

出

を

禁
01
:
'せ
：
し
め
：
て

以

來

;:
'
'米

獨

戍

錫

並

"
：
に

同 

上
、製
品
を

€
：

國
叉
拟
聯
合
圃
諸
國
の
用
に
供
す
る
保
騰
.

： 

の
：下
に
、
；英
國
：よ
み
輸
入
の
許
可
を
興
名
に
止
ま
れ

以
3
米
聽
が
1

'̂し
:1
^
^
領
土
ょ
り
供
給
を̂
ぐ」

'
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.
ら
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洲
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狀
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奶
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號
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地
ビ
す
る
货
物
戰
，益

剝1
取
斯
滩
に
染
料
等
は
戰
爭 
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に

依

ズ

鄭

啊
^
ゐ
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戤

れ

る

泞
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剝
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斯
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^

0

_

^
品

中
-'
*

^

5

^

*
る
^
:
必

 5:1

於

し
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痕
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摩
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せ
ら
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給
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供

給

せ

、
b
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、
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期 
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0
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前
半
名
於
け
ぷ
輸
入
高
は
靡
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^
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^
、 

隨
て
千
九
商
十
四
年
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歐
洲
開
戰
0
當

時

に

.於
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時
ま
で
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入
せ
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鄭
1
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6
、
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開
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1
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剝
雜
距
斯
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挪
藥
に
使
用
母
ら
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鹽
嫩
加
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出
を
禁
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し
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六
擧
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經
て
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餘
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た
れ
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^
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代
金
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固
雛
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送

カ
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觖
乏
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獅
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.
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條
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熵
格
會
以
て
，
米
：國
に
刺

®

M赃
を 

.
■
送
す
名
こ
ど
奋
提«
し
、
米
國
亦
之
を
容
れて
、
^

:
;
tif
f
i斯一:

噸m

十
七
卵
五
十
仙
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に
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+
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條
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狻
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狻
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狻
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榄
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潜
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を
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を
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1
る
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^
0̂
即
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刹
^
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初
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米
國
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尙
围
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^
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出
じ
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辣
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依 

て
膽
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を
摩
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せ
^
れ
ん

炉
、,
忽
.に
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,
て
«

濟
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食
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莅
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む
可
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<
、
、
：
剝

德

亜

斯

の

如

き
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亦

戰

爭
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:

め
に
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給
杜
絕
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染
料
に
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^
亦
雕
情
の
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办

上
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汨
米
國
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性
又
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性
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て
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等
天 

然
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染
料
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V I
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货
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1 1
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せ
ら
る
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學
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料
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せ
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今
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天
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染
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造
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又
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術
潘
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學
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料
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规
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^
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猢
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に
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染
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ざ
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、
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狀
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又
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應
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m
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％
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又
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；
他 

め
諸
_
に
比
較
#
尤
ク
多
最
の
1
ル
.タ

一

 

名
に
難
$
;&
汆
。
：，#
飞
現
實
に
必
耍
な
石
は
媒
合
産
物
、 

を
#
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⑽
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